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（別紙様式第 3号）

論 文 要 旨
l

論文題目

Usefulness of an educational lecture focusing on improvement in public awareness 

of and attitudes toward depression and its treatments 

（うつ病とその治療に対する一般住民の意識と態度の改善に焦点化した啓発講演の有用性

について）

氏名 祝疇賃 應



研 究 自 的 】 本邦の 1 9 9 8 年から 2 0 1 1 年 に

おける 自殺者数は年間 3 万人を超え、 自殺率

は人口 1 0 万人あた り 2 5 . 2 か ら 2 7 . 0 を推移し

て おり 、世界的 にみ ても 高率 を維 持 している。

← の ため、 自殺予防に向けた多角的な戦略を

確立するこ とが急務となっ て い る 。 うつ病は

自殺の有力な危険因子の つであるが うつ

病 に 関する 般の偏見や誤解はいまだ根強 ＜ 

自殺予防の大きな阻害要因 となっ て い る 。 そ

こで われわれは 般住民における うつ病

およびその治療に関 す る 意 識 と 態 度 に つ い て

独自の調査項目を用いて評価する と ともに、

通 常の知識を提供する 般 講演 と偏 見是 正に

特化 した焦点化講演の 2 種 類 の 介 入 を 行 い 、

その効果を比較検討 し た 。

【方法】 対 象 は 8 3 4 名 (2  4 5 名 ， 男性、 5 8 9 

名 女性 の 一 般住民であ り 3 6 7 名が 般

講演を受け、 4 6 7 名が焦点化講演を受けた。

講演前後で うつ病認識 に関 する 8 項目（恐怖、

知識不 足 、 性格の弱さ、 恥、 迷 惑 、 現実逃避、



自 覚への過信、 自 己制御への過信） およ •び治

療への構えに関する 1 0 項 目 （援助希求 家

族への相談 般医受診 精神科受診 カウ

ンセ リ ング、 薬物療法への抵抗感、 薬物依存

への不安、 薬物療法の効果判断、 維持療法、

励ま し） に 関 してアンケ ト 調 査 を 行 ・ぃ ．、 各

項目 を 5 段階で評価 し た 1 = 全 ＜ そう思わ

ない,..._, 5 = とてもそ う 思 う ） 
゜

上記 1 8 項 目 に

ついて因子分析を行う と とも に 介入前の認

識 構えに 関 して性および年齢の影 醤 を検討

し、 性別の影 醤 に は t 検定を用 し＼、 年代別の

比較に は A N O V A を用 いた。講演の種類を含め

た諸因子の介入後の認識 構えに対する影 響

の検討に は 重 回 帰 分析を用 いた。

【結果】 1 8 項目 の因子分析から ヽ 疾病モプ

ル 認識 （ Cronbach's a = 0 . 7 3) 援助希求行

動 (0.73) う つ病への否定感情 (0.66) お

よ び 非薬物 的解決志向 (0.75) の 4 因子が抽

出 され た。 介入前後 の認識 構え において

高齢者で は疾病モプル認識が低い 方 うつ



病への否定感情が高 ＜ p<0.05) ヽ 若年者で

は援助希求行動が低かっ た (p<0.05) 
゜

焦点

化講演は 般講演よ り も疾病 モ デル認識を高

め、非薬物的解決志向を是正 した (p<0.05) 。

上 記 4 因子の介入後ス コ アはそれぞれ介入前

ス コ ア の影 響 を最も 強 ＜ 受けたが (p<0.01) 、

介入前の疾病モプル認識は介入後のうつ病ヘ

の否定感情や非薬物 的 解 決 志 向 に も 有 意 に 影

圏 を与えた (p<0.01) 
゜

【結論】うつ病に対する啓発講演を有効に行

う ためには 年齢によ り認識 構えの改善度

に違いがある点を考 慮 に入れるべきと考えら

れる。 すなわち、 偏見是正に特化 した焦点化

講演はよ り疾患モデル認識を高める点で 般

層への浸透度は高い が、 高齢者への効果は限

定的なものに留まる → とが予想され、一方で、く一

援 助希求行動の低い若年者に対してはむ しろ

別の介入戦略を検討する必要もある と考えら

れる。


